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９月 22 日（金） ４野党が共闘すれば東京の 25 選挙区で 21 議席

獲得できるという試算を現実のものに [解散・総選挙] 
 

 これほど評判の悪い解散も珍しいのではないでしょうか。違憲、身勝手、自己

都合、保身、逃走、打算などの言葉が飛び交っていますが、どれも今回の解散の

問題点を表現するものです。 

一言で言えば、自分とカミさんや友達を守るために国会審議を吹っ飛ばした。

これが今回の「アベ暴走解散」の本質です。 

大義なき解散に自民党までもが振り回され、大混乱の中で各党が走り出し、す

でに選挙本番の様相となっています。この選挙の結果がどうなるのか、東京の選

挙区について注目の予測がネットにアップされました。 

 

東京の 25 小選挙区で各党がバラバラで戦った場合には「自民が 13 選挙区、

都民 Fが 12選挙区で得票数が最も多くなり」ますが、「４党共闘」が成立した場

合には「自民は２選挙区、都民 Fは５選挙区」にとどまり、「４党共闘」は「18

選挙区で得票数が最も多くなる」との予測が示されています。「自民、新党が拮

抗。4 党共闘実現ならば圧勝！ 衆院東京新区割の得票数シミュレーション【第

48 回衆議院総選挙】」という表題で 9 月 21 日午前７時に配信された「選挙ドッ

トコム」による試算です。 

しかも、「自民がトップの 14区、17 区、都民 Fがトップの 18区でも、得票差

は、わずか 100 票前後と逆転する可能性も高く、1 選挙区あたり、3 万～4 万票

を獲得している共産の集票力は、大変大きいことが明確となりました」と指摘さ

れています。３区で逆転すれば、「4党共闘」は 21議席も獲得して圧勝すること

ができるということです。 

この試算は「都民 F（若狭新党）」が東京の 25選挙区すべてに候補者を擁立す

ることを前提にし、先の都議選の公認候補者 50 人及び純粋推薦候補者の 11 人

の得票数を合算して、選挙区ごとに算出しています。また、自民、公明、民進、

共産、自由、社民、おおさか維新の得票数は 16年参院選の比例得票数を使用し、

公明票については、自民票にも都民 F 票にも合算せず、そのままにしてありま

す。 

 

単純な足し算とはいえ、この試算は極めて重要なことを教えています。立憲野

党４党はバラバラで戦ってはならず、共闘すれば必ず勝てるということです。 

まさに、「活路は共闘にあり」を実証するような試算結果ではありませんか。

立憲野党４党はこれを試算にとどめることなく、現実のものにしなければなり
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ません。 

「選挙ドットコム」も「共産の集票力は、大変大きい」と指摘しているように、

このような試算になったのは共産党の「集票力」によるものです。実際、先の都

議選では「都民 F」による突風が吹き荒れたにもかかわらず共産党は善戦健闘し、

民進党の５議席に対して 19議席も当選させています。東京における「４党共闘」

の推進力は共産党であり、共産党抜きに立憲野党が勝利することは不可能です。 

 

「４党共闘」のためには候補者の一本化が必要ですが、候補者の取り下げなど

による「事実上の一本化」であってはなりません。基本的な政策の合意が必要で

す。 

2009 年に民主党が躍進して与野党逆転を実現し、野党連合政権を実現した時

の解散・総選挙では、300小選挙区のうち 248の選挙区で共産党が候補者を立て

ず、民主党に対して事実上アシストする形になりました。今回の総選挙でも、民

進党はこのような形での暗黙の協力を期待しているのかもしれません。 

しかし、政策合意抜きの事実上のアシストは政権交代後の民主党の変節を牽

制することができず有権者の期待を裏切ることになり、大きな傷を残しました。

このような失敗を繰り返さないためには、政権交代後の変節や裏切りを抑止で

きるだけの明確な政策合意が不可欠です。 

 

しかもこの間、立憲野党４党は、党首や書記局長・幹事長会談なので合意を積

み重ね、2016 年６月 1 日の党首会談では安保法制廃止、アベノミクスや強権政

治、憲法改悪に反対する４つの柱での「共同政策」を確認し、通常国会では 15

本の議員立法を提出したり市民連合との政策協定を結んだりしてきました。今

年の６月８日にも、安倍 9 条改憲反対や総選挙での協力について確認していま

す。 

前原民進党代表は理念・政策の一致しない政党とは協力できないと言ってい

ますが、別の政党ですから理念が一致しないのは当然としても政策では一致で

きる点があり、事実、一致してきたではありませんか。今度の総選挙でこのよう

な合意や一致点を踏まえて共闘を組むことは、市民や公党間の約束を守るとい

う信義の点でも、一致点を積み重ねてきたという実績の点でも必要であり可能

なことではないでしょうか。 

とりわけ、今回の解散・総選挙での最大の争点は「アベ」であり、安倍首相に

よる暴走の継続と国会・国民無視のやりたい放題をこれ以上許して良いのかが

問われています。民進党衆院議員のパーティ―で前原さんは「もう、四の五の言

いません。選挙になるようです。政策の議論を戦わせなくてはいけないと思いま

すが、今回の選挙はただ一点。安倍（晋三）さんの好きにこれ以上させていいの
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か、だと思います。……こういう人を日本のトップとして居続けさせていいのか、

という選挙にしたい。私は政策も国家像も大事だけれども、根底にあるのは怒り

です」と述べたそうですが、そのためには市民と野党とがガッチリスクラムを組

んで安倍さんを包囲し、自公両党をせん滅する必要があります。 

 

ようやく、野党４党の幹事長・書記局長らが会談し、小選挙区の候補一本化に

向けて努力することが確認されました。民進の大島敦幹事長が「小選挙区なので

与党と野党が１対１の形に持ち込むことが望ましい。どうすればそれができる

か模索していきたい」と応じています。 

会談後、大島幹事長は「一本化を目指すとまでは言わない。慎重に対応したい」

と語り、共産党の小池晃書記局長は「共通政策や相互推薦・相互支援で本気の共

闘をする協議を進めたい」と述べ、候補一本化には共通政策などが必要だとの考

えを改めて示しています。すでに合意してきた共通政策があるのですから、それ

を基に「一本化を目指す」ための協議を開始すべきでしょう。 

 

力を合わせれば勝てるという試算を現実のものとするために、「根底にある怒

り」を大切に、「四の五の言わず」直ちに行動を起こしていただきたいものです。

しっかりとした本気の野党共闘を実現して、「こんなはずではなかった」と安倍

首相を慌てさせホエヅラをかかせるような選挙結果を勝ち取ろうじゃありませ

んか。 

 

９月 25 日（月） 「憲法と民主主義を守る八王子市民連合（準備

会）」が発足した [解散・総選挙] 
 

 遅ればせながら、昨晩の相談会において「憲法と民主主義を守る八王子市民連

合（準備会）」が発足しました。来る解散・総選挙に向けて、市民と野党の共闘

実現のために活動を開始することになります。 

国会前集会でのコーラーとして有名な菱山南帆子さんをはじめ、10 人以上の

方が呼びかけ人に名を連ねました。私もその１人です。 

 

この市民連合の意義と目的は３つあります。その一つはアベ暴走政治をスト

ップさせて「憲法と民主主義を守る」ことです。 

安倍内閣は、通常国会で共謀罪を強行成立させ、森友学園・加計学園疑惑に蓋

をして憲法違反の大義なき解散を強行しようとしています。これにノーを突き

つけて安倍首相の退陣を実現するために、来る解散・総選挙では立憲野党の躍進、

自公両党とその補完政党の敗北を実現しなければなりません。 
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28 日とされている解散は、天皇の国事行為として衆院解散を定めたにすぎな

い憲法７条を悪用し、憲法 53条に基づいて４分の１以上が要求した臨時国会を

開催せず、国務大臣や国会議員の憲法尊重擁護義務を定めた憲法 99条に反する

憲法違反の解散です。このような違憲の解散を断罪するとともに、安倍首相に鉄

槌を下し、国会から逃げ回って来た安倍内閣を打倒する好機としなければなり

ません。 

 

市民連合の２つ目の目的は、総選挙で勝利して安倍内閣を打倒するために市

民と野党の共闘を実現することです。このような共闘なしには勝利できず、野党

がバラバラで闘えば安倍首相の思うツボです。 

選挙や国会勢力において自民党は強く野党は弱く、「一強多弱」と言われてき

ました。しかし、自民党の有権者対比での「絶対得票率」は衆院の小選挙区でも

25％弱にすぎません。 

約４分の１の有権者から支持されているにすぎないのに多数を占めてきたの

は、同じく約４分の１の支持を集めている野党がバラバラだったために自民党

が漁夫の利を占めてきたからです。野党が共闘して候補者を一本化し、「これな

ら勝てる」という展望を示すことができれば、諦めて投票所に足を運ばず棄権し

た半分近くの有権者を呼び戻して勝利することができます。そのことは、市民と

立憲野党との共闘によって勝利を勝ち取って来た参院選１人区や新潟県知事選、

仙台市長選で実証されています。 

 

そして、３つ目の目的は、市民が選挙活動に取り組む手段と機会を提供するこ

とです。衆院選は党派簡によって競われる選挙ですから、特定の政党を支持して

ない市民や無党派の人々が選挙にかかわるには困難があり、これまでは議員の

後援会や勝手連のような形で関与するのが一般的でした。 

しかし、特定の政党や議員を支持していなくても、安倍首相の暴走に危機感を

抱き 9 条改憲の目論みをストップさせたい、この間の暴走政治の責任を追及し

たい、強権政治を止めさせて民主主義を守りたい、自民党にきついお灸を据えた

い、安倍さんに怒りの一発をくらわしたいと考えている市民は多くいます。この

ような人々に、その怒りと憤りをぶつけることのできる手段と機会を提供する

ことが必要です。 

それが市民連合の役割ではないでしょうか。特定の政党ではなく、立憲主義を

守る立場を表明している全ての政党を応援し、自民党と公明党、それを補完する

ような「野党」の当選を阻むことによって改憲勢力を３分の２以下として 9 条

改憲を発議できないようにしなければなりません。 
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八王子市民連合は、まだ準備会の段階です。これから多くの市民の方の参加を

呼び掛けて本格的な態勢を作っていくことになります。 

当面、共闘の呼びかけをもって各政党への要請活動を行い、記者会見で発足し

たことを明らかにします。９月 30日の午後４時から、JR八王子駅北口でキック

オフ宣伝を行って正式に発足する予定です。 

アベ暴走政治に怒りと憤りを持ち、憲法と民主主義を守りたいと願っている

八王子市民の参加を呼びかけます。政治は変えられます。変えようとして立ち上

がり、諦めないかぎり。 

 

10 月１日（日） 総選挙公示直前の大事な時に転んで骨折してし

まった [日常] 
 

 散歩中に転んで、左腕上腕骨の一番上、左肩の大結節を骨折してしまいました。

左手首にもヒビが入っているようです。 

総選挙の公示が 10日後に迫っているという大事な時にこのようなことになっ

てしまい、大いに反省しています。左手首と左肩は固定されて全く使えず、この

ブログも右手だけで書いており、これからも思うように発信することはできな

いでしょう。 

 

一昨日の夕方のことでした。我が家の近くの南浅川べりの桜並木の下を歩い

ているときです。 

地面を這っている桜の根っこに気づかず、けつまずいて転んでしまいました。

とっさに左腕で体をかばったのですが、その時に左腕と左肩に全体重がかかっ

たのでしょう。 

左肩に強烈な痛みが走り、腕が上がらなくなりました。昨日の朝、病院に行っ

てレントゲンを撮ったら大きな怪我をしていることが分かりました。 

 

実は、４月にも同じような所で同じように転んで、額をすりむいて治療を受け

たことがありました。注意して歩いていたのに、また同じことを、前よりももっ

と悪い形で繰り返してしまったことになります。 

南浅川べりの散歩は私の日課ですが、走っているときはともかく、ラジオを聴

きながら歩いているときはついつい考え事をしてしまいます。一昨日も、昨日の

中野晃一さんを迎えての東京革新懇による学習交流会やその後の八王子市民連

合のキックオフ宣伝でどのような話をどのようにしようかと、あれこれ考えな

がら歩いていました。 

もともと私は左目しか見えませんから遠近感が分かりにくく、しかも夕方で
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日が陰って足元が見えづらくなっていましたので、木の根っこに気が付かなか

ったのです。考え事をし始めると、それに集中してしまうのが私の癖でもありま

す。 

 

ということで、このような仕儀となって昨日の予定をキャンセルせざるを得

ず、多くの方にご迷惑をおかけしてしまいました。誠に申し訳ありません。この

場を借りてお詫び申し上げます。 

なお、10 月の講演などの予定は、以下の通りです。突然の総選挙実施のため

に中止が相次いで半分になりました。 

骨折しましたが話をするのに支障はありませんので、予定通りやらせていた

だくつもりです。お近くの方や関心のある方に足を運んでいただければ幸いで

す。 

 

10月１日（日）13時 30分 前橋市総合福祉会館：前橋革新懇  

10月８日（日）14時 小金井市前原暫定集会施設：小金井革新懇 

10月９日（月）14時 佃公民館：みずほ革新懇 

10月 11日（水）18時 45分 横浜健康福祉センター：神奈川県学習協会 

10月 30日（月）14時 30分 伊東ホテル聚楽：私鉄連帯する会全国交流集会 

 

 

９月 29 日（金） 選挙情勢の激変によって安倍首相退陣という希

望が生まれた [解散・総選挙] 
 

 希望する人は新党へ。なるほど、それで「希望の党」というのですか。 

国会は解散されましたが、それよりも小池百合子東京都知事が立ち上げた希

望の党と民進党の去就の方に関心が集まっているようです。 

民進党の前原代表は希望の党との事実上の合流を打ち出しました。これで、民

進党は衆院で姿を消すことになります。 

 

総選挙をめぐる情勢は大きく変わりました。「小池にはまってサア大変」とい

うところでしょう。 

民進党の事実上の解党を決断させられた前原さんは「はまって」しまった１人

です。しかし、それ以上に「サア大変」となったのは安倍首相ではないでしょう

か。 

総選挙の構図が都議選に似通ってきたからです。結果も都議選と似ていると

すれば、自民党は歴史的な惨敗を喫することになります。 
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安倍首相は「森友」「加計」学園疑惑から逃げるため、「今なら勝てる」という

計算のもとに解散を仕掛けたにちがいありません。野党の臨時国会開催要求を

拒み続けるという憲法違反を犯したすえの決断でした。 

国会解散を表明した時点では、安倍さんを始め自民党の多くは多少議席が減

るかもしれないがそれ以上に野党は苦戦し、民進党は議席を減らすと思ってい

たでしょう。小池さんの新党立ち上げの準備は間に合わず、前原代表は野党共闘

を見直すと言っていたのですから。 

ところが解散した途端、あれよあれよという間に中道保守の連合が姿を現し、

野党の待ち伏せ攻撃にあったようになりました。安倍首相は大いに慌てたでし

ょう。 

 

前原さんは「名を捨てて実を取る」と言っています。あのまま都議選と同様の

結果になれば、民進党は壊滅し、存亡の危機を迎えていたにちがいありません。 

それを避けるために、公党間の約束や信義を投げ捨て市民や共産党を裏切る

ような形で「名を捨てた」というわけです。それだけ追い詰められていたという

ことになりますが、このようなやり方がどれだけ支持され、「身を捨ててこそ、

浮かぶ瀬もあれ」ということわざ通りになるかどうかは分かりません。 

しかし、小池人気に頼って、生き残りをかけた乾坤一擲の勝負に出たことは明

らかです。その結果、思いもかけぬ政権選択の選挙となり、安倍首相の退陣があ

るかもしれないという可能性が生まれることになりました。 

 

もちろん、直ぐに政権が交代するというほど、世の中は甘くありません。しか

し、自民党が現有の 286議席より 54議席減らせば、衆院の過半数である 233議

席を割ることになります。 

そうなれば、公明党が 35議席の現有議席を確保しても、衆院の３分の２であ

る 310 議席を大きく下回ることになります。政権が交代しなくても、解散を決

断した安倍首相の政治責任が問われ退陣せざるを得なくなるでしょう。 

希望の党も改憲を掲げていますが、小池さんは 9 条改憲は最優先ではないと

言っています。国会に進出してすぐに安倍 9 条改憲に同調するとはかぎりませ

ん。 

 

この時点で重要なのは、選挙情勢の激変によって「アベよ、アバヨ」と言える

かもしれない可能性が出てきたということです。このチャンスを生かして、アベ

暴走政治を許さずストップするという最優先課題の実現に全力を尽くすべきで

しょう。 
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その後のことは、その後に考えればよいのです。まずは、衆院の投開票日に、

涙目になって視線が空をさまよい茫然としている安倍首相の姿を見るために、

包囲しせん滅する体制を固めようではありませんか。 

 

10 月２日（月） 総選挙で問われるのは「大義なき解散」だけでな

く「信義なき再編」も [解散・総選挙] 
 

 希望から失望、やがて絶望へ。小池百合子都知事による「希望の党」結成と前

原誠司民進党代表によるなだれ込み路線は混迷を深め、政権交代の希望は急速

にしぼんでしまいました。 

この混乱状態を見て、安倍首相はニンマリとしているかもしれません。それと

も、選挙戦の注目が野党ばかりに集中して与党や安倍首相の影が薄らいでしま

っていることに焦りを感じているでしょうか。 

 

選挙というものは骨の折れる作業だとは知っていました。しかし、まさか本当

に骨が折れてしまうとは思いもよりませんでした。 

私の場合、桜の木の根っこにけつまずいて転び、左肩上腕骨の大結節を骨折し

てしまいました。民進党の前原さんも小池さんという根っこにけつまずいて転

んでしまったようです。 

私の方は単純な骨折ですので、時間が経てば治ります。しかし、前原さんの方

は複雑骨折のようで、再び接合するという形での完全な治癒は難しいのではな

いでしょうか。 

 

もう、こうなったら新党の結成しかないと思います。希望の党への民進党のな

だれ込みが不可能になったのですから。 

小池さんは希望者全員は受け入れず、安保法への賛成と改憲支持を条件にふ

るいにかけると表明しています。この条件に合わない人たちは排除する、全員を

受け入れることは「さらさらない」と。 

ふるいにかけてこぼれ落ちた「ゴミ」だけを受け入れ、残ったまともな人たち

を排除するというわけです。その結果、新党「希望の党」は改憲・右派人脈と民

進党からこぼれ落ちた「ゴミ」や「ガラクタ」をかき集めた「吹き溜まり」政党

になろうとしています。 

 

今日の『朝日新聞』に民進党の候補者の写真が出ていました。掲げているパネ

ルには、「信念を貫き希望の党へは行きません」と書かれています。 

希望の党に移って立候補する候補者は、「信念を欺き希望の党へ行きました」
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というパネルを掲げるのでしょうか。まさかそんなことはないと思いますが、民

進から希望に移って立候補する候補者は、有権者からはそう見えるにちがいあ

りません。 

信義なき再編劇の上演によって、すでに前原さんは「緑のタヌキ」に化かされ

た愚か者の役を演じさせられ、「緑のタヌキ」の小池さんはウソツキで詐欺師の

役を演じています。その結果、２人そろって枝野さんの引き立て役になる羽目に

陥りました。 

 

今がチャンスです。すでに準備が始まっているようですが、枝野さんには新党

結成に踏み切り、市民と立憲野党の共闘の流れに加わっていただきたいもので

す。 

野党再編劇の第１幕は小池さんという「緑のタヌキ」が主役で、民進党は「小

池にはまってサア大変」という状況に追い込まれてしまいました。前原さんは

「身を捨ててこそ、浮かぶ瀬もあれ」と思いつめて乾坤一擲の勝負に出ましたが、

「浮かぶ瀬」はなかったようです。 

ここで野党再編劇の第２幕が開き、枝野さんの出番がやってきました。せっか

くここまで待望論を高めてもらったのですから、期待に応えて新党結成に踏み

切り、「赤いキツネ」の逆襲を開始していただきたいものです。 

 

そうすれば、一挙に「新党ブーム」が巻き起こるでしょう。「小池新党」では

なく「枝野新党」の。 

この「枝野新党」が安保法廃止と９条改憲阻止を目指す市民と立憲野党との共

闘に加われば、安倍内閣打倒に向けての新しい大きな波を起こすことができる

にちがいありません。市民と立憲野党が力を合わせて「アベよ、アバヨ」と言う

ことができる第 3幕の開幕を楽しみに待ちたいものです。 

 

10 月３日（火） 「立憲民主党」の結成によって市民と立憲野党

による共闘の条件が整った [政党] 
 

 「待ってました！」という市民の声が聞こえるようです。民進党の枝野幸男代

表代行が、新党「立憲民主党」の結成を発表しました。 

ギリギリのところで、間に合ったようです。今か今かと待ちかねていた「正義

の味方」が、白馬に乗って駆けつけてきた昔見た映画（「新吾十番勝負」だった

かな？）の場面を思い出しました。 

 

結果的には、これで良かったのではないでしょうか。水と油のような勢力が混
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在していて、本気の共闘に踏み出せなかった前原代表の民進党でしたから。 

希望の党による選別で「ふるい」にかけられ、安保法と 9 条改憲に反対でき

ず、市民や立憲野党との約束を守れず、自らの信念や筋を貫くこともできない

「不純物」が脱落することになりました。その結果、これまでの主張や立場を変

えず信念に従って筋を通そうとするまともな人々によって、立憲主義や民主主

義の擁護を党名に掲げた新しい政党が誕生したのです。 

この新党の結成によって、これまで積み重ねられてきた市民と立憲野党との

合意や実績が無にならず、今回の総選挙でも生かされ「本気の共闘」が実現する

条件が整いました。市民連合などの市民団体と立憲民主党、共産党、社会民主党

との間の政策的合意や小選挙区での候補者調整などに、早急に取り組んでいく

必要があります。 

 

枝野さんによる立憲民主党の結成と野党共闘への参加によって、今回の総選

挙の構図が固まりました。政党の分布からすれば、①自民・公明・こころ、②希

望・維新、③立憲民主・共産・社民の３つの陣営に分かれたように見えます。 

一見すれば三つ巴の構図であり、三国志時代の「天下３分の計」に似通ってい

るように見えます。しかし、理念や政策の面からすれば、安保法を認めて改憲を

目指す立場に立つかどうかという点で、大きく二つの勢力に分かれました。 

これは野党の分裂ではなく、「保守の分裂」なのです。この「分裂」を活かし

て保守勢力に手を突っ込んで分断し、安倍首相を孤立させて打倒することが、こ

れからめざすべき目標だということになります。 

 

このような状況のなかで、小沢さんの自由党が希望の党との連携を模索して

いるというのが不可解です。安保法に反対し政策合意にも加わって来たこれま

での経緯や主張からすれば、立憲野党との共闘に加わるべきでしょう。 

持論である「オリーブの木」構想にこだわる気持ちは分かりますが、民進党の

なだれ込み路線が不発に終わり、希望の党を中心にして野党勢力の結集を図る

「希望」が失われてしまった現在、もはやこの構想は潰えたのではないでしょう

か。これからは「野党勢力の結集」ではなく「立憲勢力の結集」をめざしてもら

いたいものです。 

それとも、身に付いた「保守の虫」が動き出したのでしょうか。小沢さんには、

小池さんという「緑のタヌキ」に化かされて晩節を汚すことのないようにしてい

ただきたいと思います。 

 

立憲民主党の登場によって、これまでポッカリと空いていた中道左派の政治

空間を埋める新しい政党が登場したことになります。しかも、反共主義に立たず、
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市民や共産党との共闘に積極的な姿勢を示しています。 

将来における統一戦線の一翼を担うことのできるリベラル政党が、ついにこ

の日本でも誕生したことを意味していると言うべきでしょう。立憲民主党が産

声を上げた 2017年 10月２日は、民主連合政府の「パン種」ができた歴史的な日

として、いずれ記憶されることになるかもしれません。 

 

10月 11 日（水） 全ての力を集中し立憲野党の躍進によって安倍

退陣を実現しよう [解散・総選挙] 
 

 注目の総選挙が公示されました。いつにもまして、これからの日本の進路を左

右する重要な選挙になるでしょう。 

小池百合子東京都知事による新党「希望の党」の結成と枝野幸男さんによる新

党「立憲民主党」の立ち上げ、それに 249の小選挙区での市民と立憲野党（共産

党・立憲民主党・社民党）の選挙協力の実現などによって情勢は混とんとしてい

ます。このような大激動となっている総選挙に臨むにあたり、私としては３つの

ことを訴えたいと思います。 

 

１つは、あらゆる力を集中して「アベよ、アバヨ」と言えるような状況を生み

出さなければならないということです。安倍首相は北朝鮮情勢を利用して国民

の不安をあおり、その不安を政治的に利用して支持を集め、「森友」「加計」学園

疑惑から目をそらせようとしています。 

このような目論見を許さず、戦後最悪・最低の暴走政治を５年間にわたって続

けてきた安倍首相に断固として引導を渡さなければなりません。自民党の議席

を 50以上減らせばその可能性が生まれます。 

もし安倍首相が続投すれば、これまでの暴走が継続するだけでなく、北朝鮮に

対するさらなる圧力の強化によって戦争の可能性が高まり、憲法 9 条改憲の危

険性も強まります。共同通信社による調査では、北朝鮮への米軍による軍事力行

使を支持している候補者は自民党で 39.6％にも及んでいるそうですから、自民

党への１票は戦争と 9条改憲への１票となることでしょう。 

 

２つ目は、小池百合子という「緑のタヌキ」に騙されてはならないということ

です。小池さんによって結成された「希望の党」は自民党と並ぶ２大政党制をめ

ざすれっきとした保守政党で、安保法の支持と改憲志向、原発再稼働の容認とい

う点では自民党と変わらず「反安倍」ではあっても「反自民」ではありません。 

その本質は「第２自民党」であり、基本的には「自民党小池派」を自民党の外

に結成したようなものです。小池さんは結局立候補しませんでしたから首班指
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名の可能性は消え、選挙の結果次第では自民党の一部と連携するかもしれず、反

自民のつもりで投票したら自民党政権の延命に手を貸す結果になるという詐欺

まがいの事態が生まれるかもしれません。 

このような本質や事情が明らかになるにつれて当初の「ブーム」は薄れ、代わ

って立憲民主党の方に「風」が吹き始めているようです。安倍首相としてもこの

ような「風」の行方がどうなるのか、気が気ではないでしょう。 

この間の偽りと裏切りの再編劇に翻弄され、小池さんや前原さんに怒りや憤

りを感ずる気持ちはよく分かります。しかし、「主敵」を見誤ってはなりません。 

権力を乱用して政治を私物化し暴走してきたのは小池さんや前原さんではな

く安倍首相でした。その打倒こそ何にもまして優先されるべきであり、自民党の

敗北に全力を挙げるべきでしょう。 

 

そして第３には、信義に厚く約束を守って筋を通してきた政党を躍進させる

ことで、日本の有権者のまともさと心意気を示さなければならないということ

です。選挙での投票先は理念や政策によって選ばれるのが普通ですが、今回はそ

れ以前の政党のあり方、個々の候補者の資質や人間性まで吟味したうえで投票

することが必要になっています。 

どんな政策でも、信頼できる政党や候補者が本心から語っているのでなけれ

ば信用することはできません。過去の主張を覆したり嘘をついたりしてその場

しのぎの付け焼刃のような美辞麗句を並べ、結局は有権者の信頼を裏切るとい

うのでは政策で判断するわけにはいかないのです。 

この間の「大義なき解散」の下での「信義なき再編」を通じて、どの政党や候

補者が市民や他の野党との約束を守り、自らを偽ることなく嘘をつかずに信義

を貫いているかが検証され見えやすくなりました。市民と立憲野党との共闘の

ために、ブレることなく筋を通し必要な場合には候補者を降ろすという自己犠

牲的な対応を行ってきた日本共産党こそ、そのような政党だったことは明らか

です。 

 

過去 5 年間の安倍政治の全体に対する審判を下し、安倍首相を退陣させるこ

とが今回の総選挙の最大にして最優先の課題です。小選挙区での最善の選択は

立憲野党への投票ですが、自民党を落とすのに役立つのであれば鼻をつまんで

気に入らない政党に投票するということもあるでしょう。 

しかし、比例代表ではこのような鼻をつまんでの投票は必要ありません。堂々

と共産党・立憲民主党・社民党という立憲野党に投票すれば良いのです。 

なかんずく、市民との約束を守ってブレずに筋を通し、自己犠牲的で誠実な対

応をしてきた共産党への投票こそ、最も効果的で意味のある１票ではないでし
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ょうか。共産党の躍進こそ安倍首相が最も恐れていることであり、今後の野党共

闘を前進させる確実な保証でもあります。 

 

大切な一票です。大事に使いましょう。 

棄権することは現状を肯定することになり、結果的に与党を助けることにな

ります。歴史を作るのは国家ではなく国民であり、有権者の１票こそが国民の主

権を行使する手段なのです。 

その主権をどう行使し、どのような歴史を作っていくのかが問われています。

間違いのない選択によって、新しい歴史の扉を開こうではありませんか。 

 

10月 13 日（金） 安倍首相の悪行が劇場型選挙の幕の陰に隠れてし

まった [解散・総選挙] 
 

 総選挙序盤の情勢について、世論調査の結果が明らかになってきています。与

党は堅調で、野党は苦戦しているというのが大まかな傾向です。 

野党の中では立憲民主党に一種の「ブーム」が生じていますが、希望の党と共

産党は苦戦していると伝えられています。総選挙中盤戦での反転攻勢によって、

このような傾向を逆転しなければなりません。 

 

安倍内閣への支持率では、不支持が支持を上回っています。安倍内閣が支持さ

れてもいないのに、選挙での投票先として自民党の名前が挙がっているという

ことになります。 

総選挙の公示前に思いもよらない野党再編が繰り返され、劇場型選挙となっ

たことの悪影響が出ているということでしょう。小池百合子東京都知事が希望

の党を立ち上げ、前原代表が「なだれ込み路線」を取ったものの「排除の論理」

によって民進党は分裂し、新たに立憲民主党が誕生しました。 

マスメディア、とりわけテレビのニュースやワイドショーは連日のようにこ

の動きを報じ、小池さんや前原さん、枝野さんなどにスポットライトが当たりま

した。その反動として、自民党の悪さや共産党の良さが陰に隠れてしまったので

はないでしょうか。 

 

政界再編と新党結成による影響は、それだけではありません。小選挙区で野党

がバラバラでは勝てないということが明らかであるにもかかわらず、共闘の分

断と新党の結成によってそのような状況が生まれてしまいました。 

小池さんの希望の党結成にかかわる一連の騒動は、結果的に野党共闘を妨害

し、分断することによって安倍首相を利することになりました。とりわけ、「選
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別と排除」によって民進党を分裂させただけではなく、希望の党に対するイメー

ジを大きくダウンさせてしまった小池さんの責任は大きいと言うべきでしょう。 

そのために希望の党への期待感が急速しぼみ、都議選のような自民党の歴史

的惨敗を再現する可能性はほとんどなくなっています。注目されていた小池さ

ん自身の立候補取りやめはこのような情勢変化の結果でしたが、そのためにま

すます希望の党への希望が薄らいでしまいました。 

 

これら一連の経過による最大の受益者は安倍首相でした。過去 5 年間に及ぶ

悪行の数々や「大義なき解散」をめぐる国民の違和感などが劇場型選挙の幕の後

ろに隠され、忘れ去られてしまったからです。 

比例代表選挙での自民党の堅調さの原因はここにあります。野党再編の混乱

と頼りなさに比べれば相対的に安定しており、まだましだと見えているのかも

知れません。 

小選挙区でも、自民党は共闘の分断と野党の乱立に助けられています。そうな

ることが分かっていたから、市民と立憲野党は共闘に向けての話し合いを重ね、

与野党が「１対１で対決」する構造を作るべく努力を積み重ねてきたのではあり

ませんか。 

 

それを一挙に瓦解させてしまったのが小池さんであり、その「小池にはまった」

前原さんでした。排除された枝野さんらによって立憲民主党が誕生し、共闘体制

も立て直され 249 選挙区で共闘が成立しましたが、残念ながら与党と野党とが

「１対１で対決」する形にはなっていません。 

今できることは、小選挙区で自民党や公明党に勝てる可能性のある候補者に

票を集めることです。野党同士の足の引っ張り合いを止めて安倍首相に攻撃を

集中し、与党の候補者を落選させるために野党が力を合わせて「包囲殲滅」しな

ければなりません。 

比例代表では、共産党・立憲民主党・社民党の立憲野党３党の議席増によって

改憲勢力の議席が３分の２を越えないようにすることが重要です。なかんずく、

この間の「信義なき再編」の下で信義と政策合意を貫き、約束を破らず、筋を通

してブレることなく市民と立憲野党の共闘を守り、候補者を降ろすという自己

犠牲的な対応をしてきた共産党の献身に報いなければなりません。 

 

劇場型選挙の幕の影に隠れてしまった安倍首相の悪行の数々に光を当て、再

び国民の前に明らかにして審判を問うことが必要です。その安倍暴走政治と真

正面から対峙し、安倍 9 条改憲阻止を訴え、市民と立憲野党との共闘を誠実に

守ってきた共産党を苦戦から救い出さなければなりません。 
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総選挙は中盤戦に入ろうとしています。反転攻勢によって安倍暴走政治を断

罪し、憲法を守るまともな政党の勝利をアシストできるかどうかに、日本の有権

者の良識と面目がかかっているのではないでしょうか。 


